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　　人口の動き

一3月董日現在一

男4，52豚9）
女4，56濯（一6）
計　　　　9，082（3）

世帯数2，246（一4）

　（1は前用比較
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　一日本に給食がはじまって100年あまり一

完成しました
ジャンボな給食センター

　　2月14日、川西中学校に併設して建設が進められてい
　た、給食センターの開所式がありました。

　　この工事は、去年の6月に着手し、およそ2億7千万円
　で完成しました．1階は、1，300食を作ることができる調
　理場、2階は、500人が入れる食堂になっています．
　　ここでは、千手小学校以夕トの小・中学校と、幼稚園の給食

　を作ることになっています．

誕　　醇

、
郡

　口休日救急医
3月11日山口医院（袋町中）奮52－2174

　18日庭野医院（寿町）奮52－2711

　21日大坪医院（四日町）台57－6100

　25日中条病院（中条）奮57－3018

4月　1日第二藤巻医院（上野）費68－2018

　8日池田医院（本町西）台52－2581

　15日山口医院（袋町中）智52－2174



轡

　
第
叢
團
購
議
会
楚
例
会
が
量
網
一
圏
か
ら
開
か
れ
で
嚇
畿
麟
。
会

期
は
、
釜
十
七
囲
諜
で
の
蚤
定
と
な
蓼
で
儲
ま
ず
。

　
初
圏
の
一
㊧
は
．
始
め
繕
奪
決
処
分
じ
た
衆
議
院
議
轟
選
挙
関
係

の
補
歪
予
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
薪
年
度
畢
算
に
関

係
ず
る
奨
学
金
黛
与
条
例
な
ど
の
新
設
条
例
は
、
所
管
の
鴬
穫
委
員

会
に
ぞ
れ
ぞ
れ
付
託
さ
説
ま
嫉
た
。
さ
鶴
鰺
、
一
般
会
計
の
補
韮
墨

算
慧
ど
が
審
議
さ
擬
諜
縷
挺
。

　
五
圖
か
ら
は
．
新
年
度
吊
算
の
審
議
縫
入
製
ま
し
た
。
町
長
の
提

案
理
由
の
説
明
の
あ
ど
、
餐
常
任
委
員
会
の
調
査
を
経
で
、
叢
誰
髭

臼
に
は
、
畢
成
簸
蕪
度
蚤
算
が
域
立
す
る
見
込
灘
薫
ず
。

　
｝
田
に
議
決
ざ
流
莚
一
部
改
正
条
例
を
中
心
に
、
議
会
前
半
の
概

要
を
お
知
鑛
慧
じ
ま
す
。

固
定
資
産
税
率
を
更
に
引
下
げ

　
平
成
二
年
度
分
か
ら
の
固
定
資
産

税
率
が
、
現
行
の
一
・
四
五
％
か
ら

一
・
四
二
五
％
に
引
下
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

る
減
税
の
見
込
額
は
、
お
よ
そ
五
百

七
十
万
円
で
す
。

　
こ
れ
で
、
昭
和
五
十
九
年
度
当
時

一
・
七
％
だ
っ
た
税
率
が
、
○
・
二

七
五
％
下
が
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
別
職
の
報
酬
を
改
正

　
町
議
会
議
員
の
報
酬

　
四
月
一
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報

酬
月
額
が
、
議
長
二
十
万
円
、
副
議

長
十
五
万
六
千
円
、
常
任
委
員
長
十

四
万
四
千
円
、
議
員
十
四
万
一
千
円

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬

農
業
委
員
会
、
教
育
委
員
会
な
ど

非
常
勤
の
各
種
委
員
報
酬
が
改
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
会
長
、
教
育
委
員
会

委
員
長
は
、
月
額
二
万
一
千
円
。

　
農
業
委
員
会
会
長
代
理
は
一
万
八

千
円
に
、
農
業
委
員
会
、
教
育
委
員

会
の
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
一
万
七
千
円

に
、
ま
た
、
監
査
委
員
の
う
ち
知
識

経
験
者
は
二
万
六
千
円
、
同
議
会
選

出
者
は
、
一
万
七
千
円
と
改
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
三
役
、
教
育
長
の
給
与
等

　
町
長
は
、
月
額
六
十
万
二
千
円
、

助
役
四
十
六
万
八
千
円
に
、
収
入
役

四
十
五
万
円
、
教
育
長
四
十
一
万
二

千
円
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

松
葉
荘
の

使
用
料
が
改
定

　
松
葉
荘
の
使
用
料
の
う
ち
、
宿
泊

と
入
浴
料
が
四
月
一
日
か
ら
改
定
さ

れ
ま
す
。

　
大
人
の
宿
泊
料
が
、
一
泊
五
百
円

ほ
ど
、
宿
泊
者
以
外
の
入
浴
料
が
一

回
百
円
値
上
げ
さ
れ
三
百
円
と
な
り

ま
す
。

消
防
団
が

日
本
消
防
協
会
ガ

　
二
月
十
四
日
、
東
京
都
港
区
の
日

本
消
防
会
館
で
開
か
れ
た
、
日
本
消

防
協
会
（
笹
川
良
一
会
長
）
定
例
表

彰
式
で
、
町
消
防
団
（
小
林
義
幸
団

長
、
団
員
三
百
八
十
八
人
）
が
優
良

消
防
団
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
表
彰
式
で
表
彰
を
受
け
た

の
は
、
県
内
で
は
寺
泊
町
と
川
西
町

嚢灘鞘幟灘騨灘麗
　　　　　　　　　　　　慧蚤
　　　　　　　　　　　　　醗灘

、　騒錘
、　鐵灘

灘
織
辮
難

鞭

だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
と
、
消
防
団
で
は
こ
の
表
彰
を

受
け
、
三
月
二
十
五
日
に
総
合
体
育

館
で
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
旗
樹

立
式
を
挙
行
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
町
内

の
全
世
帯
に
記
念
品
を
配
布
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

受
賞
し
た
表
彰
旗



O

2引8衆院選

州西町の
結　　果

今
回
の
選
挙
か
ら
新
た
に
設
け
ら
れ
た
、

第
一
投
票
区
の
山
野
田
公
民
館

候補者別得票（届出順、敬称省略）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
8
2
1
7
6
8
1
8
3
票
票

4
8
4
0
0
0
3
5
0
0
得
得

4
3
つ
ヨ
8
調
潔

　
7
　
4
2
1
1
5
1
2
田
四

　
臼
　
ー
　
⑯
　
幡
　
侶
西
潟
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
新

馨宮越

田中徳光

白川勝彦

修高鳥

筒井信隆

■
　
■
　
■
　
■
　
■

　盤月1＄田馨行わiれだ衆議院議熱選挙ぽ、顯騰繋後7時
＄皇分灘繕総合懸ンター灘開票灘磁蔭癒。愚の選議懸ぽ
最繭裁渕醗裁判嘗国民審査も併懸羅投票き舞ま魏蓬。
　心配さ轟て糖た災候は、真冬の時期樵ぽ珍し騨ほどの晴
災と莚繭、積雪（9驚c鱒も少なく、投票率は去年行われた
ず織での選挙より高騨率となりまし癒。
　衆議院議員選挙結果ぽ、次のと齢りです．
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富
士
の
よ
う
に

　
　
　
　
バ
ラ
の
よ
う
に

　
こ
の
た
び
、
町
に
室
岡
倉
二
さ
ん

（
元
千
手
小
学
校
長
・
流
山
市
在
住
）

か
ら
絵
画
二
点
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
室
岡
さ
ん
は
、
中
央
町
の
ご
出
身

で
す
。
「
町
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、

記
念
に
何
か
と
思
い
絵
を
選
び
ま
し

た
。
」
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　
絵
は
、
二
点
と
も
著
名
の
井
上
寛

先
生
（
北
蒲
原
郡
出
身
）
の
油
絵
で

「
富
士
」
「
バ
ラ
」
と
題
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
役
場
三
階
の
委
員
会
室
と
、
活
性

化
セ
ン
タ
ー
の
第
一
研
修
室
に
飾
ら

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ラ醸バ

士灘艶富

麟



ことし、導入を予定している大豆、ソバ用コンバインでの

収穫試験作業（元。10．28野口）

転
作
面
積
を
配
分

元
年
度
は

　
　
　
一
〇
四
・
七
％
の
実
績

集　　　落　　　名 実転作目標面積 他用途利用米予定数量

東　　　　　　山 498．6a 5060㎏
水　　　ロ　　沢 263．8 2700
上　　新　　井 301．4 3200
中　　屋　　敷 381．8 3910
沖　　　　　　立 1438．O 15700
伊　　　　　　友 894．7 9630
高　　　原　　　田 286．7 2960
坪　　　　　　山 408．6 4200
霜　　　　　　条 382．O 3930
鶴　　　　　　吉 149．9 1540
千　　手　　計 5005．5 52830
上　　　　　　野 817．5 8340
元　　　　　　町 521．1 5330
新　町　新　田 584．5 5860
下　平　新　田 461．7 4640
三　　　　　　領 253．7 2660
小　　　根　　　岸 199．9 2090
上　　野　　計 2838．4 28920
木　　　　　　落 825．2 8760
寺　　　ケ　　　崎 142．7 1440
塩　　　　　　辛 178．7 1750
仁　　　　　　田 816．3 8170
野　　　　　　ロ 999．4 10160
原　　　　　　田 346．4 3500
根　　　　　　深 301．2 3040
下　　　　　　原 371．6 3810
橘　　　　　計 3981．5 40630
中　　　仙　　　田 404．6 4050
室　　　　　　島 318．7 3200
小　　　　　　脇 200．6 1920
高　　　　　　倉 152．8 1480
藤　　　　　　沢 12．8 一

田　　　　　　戸 200．5 1960
赤　　　　　　谷 327．8 3220
岩　　　　　　瀬 365．7 3600
大　　　　　　倉 66．O 630
大　　　白　　倉 314．O 3080
小　　白　　倉 371．1 3640
仙　　田　　計 2734．6 2678Q
川西町合計 14560．O 149160

　
二
月
二
十
四
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
転
作
面
積
の
配
分
会
議
が
開
か
れ

ま
し
た
。
平
成
元
年
度
の
転
作
作
物

共
励
会
の
表
彰
や
、
転
作
実
績
の
報

告
に
続
き
、
平
成
二
年
度
転
作
目
標

面
積
な
ど
が
、
各
集
落
の
転
作
推
進

事
務
協
力
員
に
配
分
内
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
平
成
元
年
度
は
、
天
候
不
順
に
よ

る
転
作
作
物
の
作
柄
不
良
は
あ
っ
た

も
の
の
「
集
落
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
」

の
成
果
で
、
町
全
体
の
目
標
面
積
に

対
し
て
一
〇
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の

実
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
平
成
二
年
度
の
取
り
組
み
方
向
は
、

①
集
落
で
の
話
し
合
い
か
ら
進
め
る

集
団
転
作
地
域
の
拡
大
と
、
作
物
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
た
連
担
団

地
化
の
推
進
。

②
農
家
経
営
を
安
定
す
る
た
め
、
転

作
可
能
な
基
盤
の
整
備
、
農
用
地
の

貸
借
、
交
換
な
ど
の
活
用
。

③
畑
作
振
興
を
進
め
、
収
益
性
の
向

上
に
努
め
る
。

④
重
点
作
物
は

一
般
作
物
“
大
豆
、
青
刈
り
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
ソ
バ
（
前
作
を
伴
っ
た
も

の
）
特
例
作
物
n
加
工
用
ナ
ス
、
野

沢
菜
、
ス
イ
カ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
販
売
に
結
び
つ

く
も
の
。

⑤
転
作
目
標
面
積
の
配
分
算
定
は
、

集
落
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
作
付
可
能

面
積
を
算
定
基
礎
と
し
て
一
律
配
分

し
た
。

⑥
町
の
単
独
助
成
措
置
は
、
集
団
転

作
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
生
産

組
織
な
ど
が
実
施
す
る
事
業
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内

で
助
成
す
る
。

麟



　
二
月
十
九
日
夜
、
活
性
化
セ
ン
タ

ー
で
、
新
し
い
「
ミ
ス
か
わ
に
し
」

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
ミ
ス
か
わ
に
し
に
は
、

つ
ぎ
の
お
二
人
が
十
三
人
の
応
募
の

中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

大
野
　
恵
さ
ん
（
22
）
大
白
倉

星
名
久
美
子
さ
ん
（
21
）
伊
勢
平
治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o●●●●o●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●90●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o●●9

ミスかわにし　’”

　
ミ
ス
か
わ
に
し
の
選
考
は
、
こ
と

し
で
三
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
ミ
ス

か
ら
は
、
町
の
雪
ま
つ
り
を
は
じ
め
、

県
内
外
で
開
か
れ
る
物
産
展
な
ど
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
ミ
ス
に
選
ば
れ
た
賞
品
と

し
て
、
四
泊
五
日
の
ハ
ワ
イ
旅
行
が

贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
を
ど
の
よ
う
に
P
R
す
る
か
と

い
う
質
問
に
対
し
て
、
大
野
さ
ん
は
、

「
自
分
が
好
き
な
こ
の
町
、
都
会
に

な
い
あ
っ
た
か
い
町
だ
と
い
う
こ
と

を
P
R
し
た
い
。
」
　
星
名
さ
ん
は
、

「
町
の
特
産
品
を
、
全
国
に
お
知
ら
せ

し
た
い
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

笑顔のミスかわにし　星名さん（左）、大野さん　　　　　　　　　　　　　せ　’とに極

締め切り3月24日

町行造林事業の

作業班員を募集

　
町
内
の
山
林
地
帯
で
雑
木
の
伐
採

や
杉
苗
の
植
林
な
ど
の
作
業
に
従
事

す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
人
員
　
男
子
　
3
8
人

　
　
　
　
　
　
女
子
2
人

◎
採
用
条
件

①
町
民
で
健
康
な
人

②
男
子
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
、
刈
払
機
の

　
操
作
が
で
き
る
人

③
年
齢
は
4
月
1
日
現
在
70
歳
未
満

④
募
集
人
員
を
超
え
た
場
合
は
、
技

　
術
・
資
格
・
年
齢
な
ど
を
考
慮
し

　
て
選
考
す
る

◎
賃
　
金
原
則
と
し
て
町
の
農

業
標
準
賃
金
（
男
六
千
二
百
円
、
女

五
千
七
百
円
）
を
基
本
日
額
と
し
、

ほ
か
に
技
術
・
運
転
手
な
ど
の
諸
手

当
を
加
算
し
て
決
め
る
。

◎
賞
　
与
勤
務
日
数
な
ど
を
勘

案
し
た
特
別
賞
与
を
支
給
す
る
。

◎
期
　
間
平
成
2
年
5
月
1
日

か
ら
H
月
24
日
の
予
定
。

◎
就
業
時
間
　
始
業
午
前
8
時
、
終

業
午
後
5
時
1
0
分

◎
休
　
日
日
曜
日
及
び
七
月
か

ら
第
二
、
第
四
土
曜
日
の
予
定
。

◎
申
込
方
法
　
健
康
診
断
書
、
印
鑑
、

そ
れ
に
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者
は

免
許
証
を
持
参
の
う
え
、
産
業
課
林

政
係
へ
。

◎
締
め
切
り
3
月
2
4
日
出

◎
そ
の
他
短
期
特
別
雇
用
保
険
、

労
働
災
害
適
用
の
制
度
あ
り
。

　
採
用
者
に
は
、
4
月
2
0
日
ま
で
に

本
人
に
通
知
す
る
。

下
刈
り
作
業

　
　
（
元
・
5
・
31
大
白
倉
）

醗



“
求
人
“

“
求
職
“

企
業
は
人
手
不
足

　
最
近
の
県
内
企
業
に
お
け
る
雇
用

情
勢
は
、
好
景
気
を
反
映
し
て
人
手

不
足
感
が
一
層
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
県
内
企

業
が
求
め
る
人
材
の
確
保
を
図
る
た

め
、
県
で
は
新
規
学
卒
者
の
県
内
就

職
の
促
進
と
、
東
京
な
ど
を
は
じ
め

と
す
る
県
外
に
在
住
す
る
県
内
出
身

者
の
、
U
タ
ー
ン
就
職
に
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

　
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
U
タ
ー
ン

情
報
コ
ー
ナ
ー
を
職
業
安
定
所
や
役

場
に
設
け
、
U
タ
ー
ン
登
録
力
ー
ド

制
度
と
い
う
も
の
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
県
や
職
業
安
定
所

が
、
県
外
に
在
住
し
て
い
る
県
出
身

者
に
就
職
の
あ
っ
旋
を
す
る
制
度
で

す
。

　
U
タ
ー
ン
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

登
録
力
ー
ド
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
県
東
京
事
務
所
（
千
代
田
区
平
河

町
2
1
6
i
3
都
道
府
県
会
館
盈
〇

三
－
二
六
三
－
五
五
七
一
）
ま
た
は
、

十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
（
8
五
七

－
二
四
〇
七
）
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
こ
の
カ
ー
ド
は
、
町
役
場
産
業

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
登
録
し
て
い
た
だ
く
と
、

職
業
安
定
所
な
ど
が
就
職
の
相
談
や
、

就
職
条
件
に
応
じ
た
情
報
の
提
供
な

ど
、
再
就
職
の
た
め
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

南 所在地 職　　　種 求人年齢 賃　　　　金

12 十日町市 ゴルフ場 18～60 117，500～140，000

13 〃 管理技術者 18～40 120，000～200，000

14 〃 製造企画 22～40 128，000～248，000

15 〃 呉服宝石販売 19～40 130，000～160，000

16 〃 紳士服販売 18～28 130，000～170，000

17 中里村 鳶　　　職 18～60 250，000～300，000

18 十日町市 販売、企画 20～30 120，000～150，000

19 〃 ダンプ運転手 18～55 190，000～230，000

20 〃 営　業　員 20～30 135，500～182，500

21 〃 通信設備工 20～40 105，000～

22 川西町 手　　　描 20～40 120，000～170，000

23 十日町市 歯科技工士 20～30 230，000

24 川西町 ルーム係 30～60 90，000～97，500

25 十日町市 型枠大工 18～60 150，000～325，000

26 〃 建設ボーリングエ 18～45 175，000～200，000

27 中里村 事　務　員 18～25 105，200～139，400

28 十日町市 型枠組工 35～60 195，000～270，000

29 中里村 現場管理者 40～ 300，000～

30 〃 土エ型枠大工 20～65 175，000～

自宅から通勤できる

　職場はいっぱい

男子の求人★★★★

NQ 所在地 職　　　種 求人年齢 賃　　　　金

1 川西町 製　造　工 18～65 112，500～162，500

2 十日町市 鉄骨建築 18～45 160，000～220，000

3 〃 サービ燗ジニア 18～25 125，000～135，000

4 〃 自動車整備 18～28 105，000～160，000

5 〃 雑　　　役 18～62 100，000～180，000

6 〃 成　型　員 18～35 130，000～150，000

7 中里村 販　売　員 20～27 125，000～129，000

8 十日町市 事　務　員 25～50 150，000～230，000

9 〃 営　業　員 20～45 125，000～150，000

10 〃 友　禅　工 20～35 115，000～125，000

11 〃 商品企画 18～35 100，000～150，000

魯



∪
タ
ー
ン
者
は

長
男
、
長
女

自
宅
か
ら
通
勤
し
た
い

　
昨
年
、
十
日
町
の
職
業
安
定
所
が

ま
と
め
た
、
U
タ
ー
ン
者
の
実
態
調

査
で
は
、
職
業
安
定
所
の
窓
口
を
訪

れ
た
U
タ
ー
ン
者
は
、
一
二
九
人
い

ま
し
た
。

　
年
齢
別
で
は
二
十
四
歳
以
下
が
約

七
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長

男
、
長
女
が
全
体
の
六
割
ほ
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
U
タ
ー
ン
者
の
ほ
と
ん
ど
は
関
東

地
区
か
ら
と
な
っ
て
お
り
、
就
職
し

て
三
年
未
満
で
U
タ
ー
ン
し
た
人
は
、

四
割
ほ
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
度
は
都
会
へ
行
き
た
い
…
…
、

地
元
に
希
望
す
る
職
が
な
い
…
…
、

と
い
っ
た
こ
と
で
ふ
る
さ
と
を
旅
立

つ
若
者
、
で
も
職
業
安
定
所
を
訪
れ

た
一
二
九
人
の
う
ち
、
七
一
人
は
、

最
初
か
ら
U
タ
ー
ン
す
る
つ
も
り
だ

っ
た
と
答
え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
U
タ
ー
ン
し
た
大
き
な
理

由
と
し
て
、
自
宅
か
ら
通
勤
し
た
い
、

家
を
継
ぐ
た
め
と
い
っ
た
人
が
五
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
に
戻
っ
て
き
た
U
タ

ー
ン
就
職
者
は
、
以
前
勤
め
て
い
た

職
場
と
比
較
し
て
、
良
い
点
は
、
都

会
で
は
得
ら
れ
な
い
生
活
と
、
職
場

の
環
境
の
す
ば
ら
し
さ
だ
と
い
っ
て

い
ま
す
。
逆
に
劣
る
点
と
し
て
は
、

賃
金
や
労
働
時
間
、
休
日
な
ど
だ
と

い
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
今
後

ぐ
ん
と
改
善
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ

る
点
で
す
。

★

あ
な
た
の
技
術
を

　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
で

　
首
都
圏
か
ら
地
方
、
ふ
る
さ
と
へ

U
タ
ー
ン
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
あ

な
た
に
…
…
、
こ
ん
な
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
開
設
さ
れ
た
人
材
U
タ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
東
京
文
京
区

に
あ
る
飯
田
橋
公
共
職
業
安
定
所
（
文

京
区
後
楽
一
－
九
－
二
〇
a
Q
二
－

五
六
八
四
ー
二
二
九
七
）
の
中
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
U
タ
ー
ン
希
望
者
の

★

採
用
意
向
の
あ
る
、
企
業
五
千
社
の

求
人
情
報
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。　

ま
た
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
企
業

か
ら
の
求
人
情
報
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
「
い
い
仕
事
が
あ
れ
ば
、
ふ
る
さ

と
で
働
き
た
い
」
と
、
東
京
に
住
む

勤
労
者
の
四
人
に
一
人
は
、
語
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
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　ハローワーク十日町（十日町公共職業安定所）で受付け

た、求人情報の一部を紹介します。

　なお、詳細についてはハローワーク十日町

　　奮　57－2407までお尋ねください。

女子の求人★★★★

晦 所在地 職　　　種 求人年齢 賃　　　　金

1 長野県栄村 旅館手伝い 20～55 150β00～200，000

2 十日町市 ミシン掛け 18～50 100，800～132，000

3 〃 弁当調理人 25～50 パート550～800

4 〃 電気部品加工 18～50 90，000～93，750

5 〃 調理研究企画 25～40 120，000～150，000

6 〃 事　務　員 23～45 120，000～135，000

7 〃 保　　　母 21～25 114，600

8 〃 食品製造工 20～55 101，000～110，000

9 〃 織物設計係 18～30 105，000～115，000

10 〃 手　　　描 18～30 105，000～115，000

11 〃 ゴルフ場 18～60 117，500～140，000

NQ 所在地 職　　　種 求人年齢 賃　　　　金

12 十日町市 営　　　業 20～54 91，000

13 中里村 事　務　員 18～35 95，000～130，000

14 〃 製品検査係 18～40 95，000～100，000

15 〃 成　型　員 18～40 95，000～100，000

16 十日町市 仕　上　げ 20～40 120，000～150，000

17 〃 販売事務員 18～35 108，000～120，000

18 〃 セールスエンジニア 18～30 124，115～157，500

19 〃 呉服宝石販売 19～40 130，000～160，000

20 川西町 精密部品加工 18～45 パート530～550

21 中里村 看護婦、助産婦 20～35 158，900～231，800

22 十日町市 歯科街生士、歯科助手　19～ 110，000～120，000

23 〃 レジ、販売 20～35 パート480～550

24 〃 歯科技工士 20～30 230，000～

25 〃 販売事務 20～40 102，000～122，000

26 川西町 ルーム係 30～55 81，900～

27 十日町市 販売レジ 20～30 100，000～120，000

28 〃 寮　　　母 25～40 115，000～

29 川西町 手　　　描 20～30 110，000～130，000

30 十日町市 縫　製　工 16～50 100，000～125，000

31 〃 保　　　母 25～45 パート500

轡



　あ
　る
　青
嘉年
　ム金吾
　の
子記
幸録
作②

　
日
露
戦
争
お
こ
る

　
ロ
シ
ア
の
強
大
な
勢
力
と
衝
突
し

て
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）

二
月
十
日
に
日
露
戦
争
が
お
こ
る
。

川
西
郷
で
も
、
橘
村
下
原
の
丸
山
伊

太
郎
（
六
日
午
前
二
時
動
員
下
令
、

九
日
村
松
連
隊
入
隊
）
を
始
め
、
数

百
名
の
在
郷
軍
人
に
動
員
が
下
り
、

令
状
を
送
達
す
る
役
場
の
非
常
馳
付

人
が
昼
夜
村
々
を
か
け
ま
わ
る
。

　
仙
田
村
で
は
、
区
や
青
年
、
婦
人

会
が
中
心
に
な
っ
て
出
征
兵
士
を
村

境
ま
で
見
送
り
、
吉
日
に
は
鎮
守
様

で
戦
勝
祈
願
祭
を
開
き
、
勝
つ
と
歓

喜
乱
舞
し
て
帝
国
万
歳
を
叫
ぶ
。

　
八
月
に
旅
順
攻
撃
が
始
ま
る
と
、

九
月
に
は
ま
さ
か
と
思
わ
れ
て
い
た

第
二
補
充
兵
も
次
々
と
召
集
さ
れ
、

十
二
月
に
は
後
備
兵
に
ま
で
動
員
が

来
て
み
ぞ
う
の
大
戦
と
な
る
。

　
勝
利
を
祝
う
村
々

　
三
十
八
年
は
戦
勝
の
年
。
難
攻
不

落
と
い
わ
れ
た
旅
順
を
一
月
一
日
に

開
城
し
、
三
月
十
日
に
奉
天
占
領
、

五
月
二
十
七
日
に
は
対
馬
沖
で
、
、
ハ
ル

チ
ッ
ク
艦
隊
を
撃
滅
す
る
。
勝
報
が

伝
わ
る
と
旗
行
列
や
提
灯
行
列
を
く

り
か
え
す
が
、
そ
の
た
び
に
飲
む
祝

い
酒
や
ロ
ー
ソ
ク
代
が
か
さ
ん
で
役

場
か
ら
自
粛
が
通
達
さ
れ
る
。

　
九
月
五
日
に
講
話
条
約
が
調
印
さ

れ
る
と
、
凱
旋
兵
の
歓
迎
式
が
盛
大

に
行
わ
れ
、
戦
没
者
（
川
西
郷
で
四

十
七
名
）
の
慰
霊
や
、
遺
家
族
、
廃

兵
の
援
護
に
手
が
伸
び
る
。
皇
軍
の

活
躍
を
伝
え
る
幻
灯
映
写
会
が
巡
回

し
、
青
年
た
ち
は
時
局
演
説
会
を
開

く
。
　
噛
乃
木
将
軍
」
や
コ
太
郎
や

あ
い
」
の
軍
国
美
談
が
語
ら
れ
、

「
水
師
営
の
会
見
」
、
　
「
戦
友
」
、

轟

　錦
　鯉
oの
兀．即
　　よ
11突

●　　7＝

5
白
倉
自
慢
会
）

「
軍
神
広
瀬
、
橘
中
佐
」
ほ
か
の
歌

が
一
世
を
風
び
す
る
。

　
小
白
倉
青
年
会
の
発
会

　
明
治
参
拾
七
年
四
月
一
日
ヲ
以
テ

小
自
倉
青
年
ノ
会
発
会
式
ヲ
挙
行
ス
。

　
式
順
　
①
着
席
②
開
会
ノ
辞

③
勅
語
奉
讃
④
役
員
選
挙
　
⑤
夜

学
ノ
会
開
設
方
法
　
⑥
来
賓
並
二
会

員
講
話
　
⑦
閉
会
ノ
辞
⑧
退
散
。

　
午
前
七
時
二
全
員
ノ
協
議
会
ヲ
開

キ
、
八
時
ヲ
以
テ
開
会
ス
。

　
田
中
信
一
君
（
後
の
仙
田
村
長
、

県
会
議
員
）
ノ
開
会
ノ
辞
終
ル
哉
役

員
選
挙
二
移
リ
、
会
頭
一
名
、
副
会

頭
一
名
、
幹
事
五
名
選
出
二
決
ス
。

開
票
ノ
結
果
弐
拾
六
票
ニ
シ
テ
会
頭

田
中
信
一
君
二
決
定
（
以
下
略
）
。

　
会
頭
ノ
提
議
ト
会
員
ノ
同
意
ト
ニ

依
リ
、
本
会
ノ
事
業
ト
シ
テ
夜
学
会

ヲ
設
置
ス
。
其
費
用
ハ
賛
助
会
員
ノ

同
意
ヲ
得
、
重
立
会
ノ
如
何
二
依
リ

テ
支
　
ス
ル
事
ト
定
メ
、
夜
学
会
ノ

方
法
、
会
則
ノ
審
査
、
其
他
ノ
考
案

ヲ
幹
事
会
二
託
シ
、
講
話
ハ
次
会
二

譲
リ
退
散
ス
。
出
席
者
六
拾
五
名
。

　
夜
学
会
と
演
説
会

　
四
月
五
日
、
会
頭
宅
二
於
テ
幹
事

会
ヲ
開
ク
。
会
則
ヲ
審
査
シ
、
夜
学

会
開
設
ノ
方
法
ヲ
講
ズ
。

　
夜
学
会
ハ
小
白
倉
青
年
夜
学
会
ト

称
シ
、
席
上
ヲ
白
倉
校
ト
ス
ル
。
当

区
ノ
住
民
ニ
シ
テ
尋
常
科
（
四
年
）

卒
業
以
上
ノ
男
子
ハ
皆
入
学
ス
ル
事

ヲ
得
。
課
目
ヲ
讃
方
、
綴
方
、
算
術

ノ
三
課
二
分
チ
、
田
中
信
一
君
ヲ
綴

方
教
授
二
、
田
中
勝
平
君
ヲ
讃
方
教

授
二
、
江
口
忠
作
君
ヲ
算
術
教
授
二

推
選
シ
、
正
午
二
散
会
ス
。

　
七
月
拾
六
日
、
青
年
会
ヲ
開
ク
。

出
席
者
五
拾
参
名
。
午
後
壱
時
ヲ
以

テ
開
会
、
田
中
会
頭
ノ
開
会
ノ
辞
有

ル
哉
、
佐
伯
校
長
ノ
勅
語
奉
讃
、
績

ヘ
テ
来
賓
、
会
員
ノ
演
説
二
移
ル
。

演
題
及
演
説
者
ハ
次
ノ
通
リ
。

　
言
行
一
致
（
江
口
米
三
郎
）
松

ノ
操
（
田
中
勝
平
）
　
百
里
ノ
道
モ

一
歩
ヨ
リ
初
ル
（
田
中
信
一
）
花

ノ
兄
（
田
中
亀
八
）
　
水
ハ
方
園
ノ

器
二
依
ル
（
江
口
忠
作
）
　
青
年
会

二
附
テ
（
江
口
熊
三
郎
）
　
一
致
心

ヲ
発
揚
セ
ヨ
（
田
中
勝
平
）

　
頗
ル
盛
会
ヲ
極
メ
、
自
覚
モ
新
二

午
後
四
時
ヲ
以
テ
退
散
ス
。

　
陸
と
海
の
有
益
を
討
論

　
参
拾
八
年
四
月
一
日
、
青
年
大
会

ヲ
開
キ
、
役
員
ヲ
選
挙
ス
。

　
会
頭
田
中
信
一
君
ハ
、
目
下
仙
台

騎
兵
第
二
連
隊
へ
現
役
中
二
附
キ
、

会
頭
代
理
田
中
勝
平
君
ノ
開
会
ノ
辞

学
校
長
ノ
教
育
勅
語
奉
讃
有
リ
、
績

ヘ
テ
選
挙
二
移
リ
シ
ガ
、
高
点
ヲ
以

テ
江
口
駒
治
君
会
頭
ト
ナ
ル
。

　
討
論
会
ノ
論
題
ハ
、
　
「
陸
ト
海
ト

ハ
何
レ
ガ
国
家
二
有
益
ナ
ル
ヤ
。
」

　
論
戦
数
刻
、
甲
者
ハ
陸
ノ
有
利
ヲ

水
師
営
の
△
五
見

国
語
読
本
尋
常
小
学
巻
九
（
抜
）

出
ガ
・
、
霜
劇
、
謝
麹
，
め
た

則．【

　
　
多
喜
軍
冒
旨
馨
り
と
．

　
　
　
第
十
　
水
師
管
の
倉
見

⑪

風　弾一　　師

　刈

＿L二に 一一”1 一　　　い く弾庭所乃敵旅
　1 ＝一

ご． 丁

一
　
　
l 悌，を．　ま づ丸には木の頭

・魂・コ論　・llひ　ぞ
　ぢ湿煕　相
　　　　見，馴，－・盤　ろ

れあ一い大將開
残と本づ將軍城
れも　な　こ　と入約
るいっボ愈力成

、　’ρ‘

蓄

　献　　｝、．　　二
）・薪　　錘　將

　　　　軍

民ちめ師見セ　9
屋Uのし萱のルて、
に　ろ木

一

説
キ
、
乙
者
ハ
海
ノ
有
益
ヲ
吐
キ
、

各
々
産
物
ヲ
以
テ
戦
ヒ
シ
カ
ド
、
地

勢
ト
文
明
ト
ニ
依
リ
テ
論
セ
シ
カ
ド

遂
二
勝
敗
ヲ
決
セ
ズ
、
甲
乙
両
者
ノ

理
ト
ナ
リ
散
会
ス
。

　
征
露
軍
士
二
慰
問
状

　
七
月
拾
六
日
、
有
志
相
計
リ
、
下

組
大
白
倉
、
大
貝
ヲ
併
セ
三
ケ
村
ノ

連
合
青
年
会
ヲ
開
カ
ン
ト
、
其
発
会

式
ヲ
自
倉
校
楼
上
二
於
テ
開
催
ス
。

出
席
者
参
拾
六
名
、
大
貝
ヨ
リ
代
表

者
二
名
出
席
、
大
白
倉
ハ
欠
席
ス
。

　
八
月
拾
六
日
　
白
倉
校
二
於
テ
臨

時
会
ヲ
開
ク
。
出
席
者
参
拾
五
名
。

午
後
参
時
協
議
会
二
移
ル
。

　
目
下
ノ
急
務
ト
シ
テ
、
征
露
軍
士

へ
慰
問
状
ヲ
出
ス
事
ヲ
漏
場
一
致
デ

議
決
。
幹
事
ノ
小
掘
多
三
郎
君
ハ
村

松
三
十
連
隊
へ
入
営
二
付
、
北
堀
茎

三
君
ヲ
幹
事
二
補
シ
、
散
会
ス
。



第12回町民スキー大会
第5回小学校親善スキー大会
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弓
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山
名
木
藤
田
間
名
山
中
田

響
星
斎
数
戸
櫃
星
内
田
藤

小
①
②
③
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⑦
⑧
⑨
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子
里

穿
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論

4
本
鳥
竹
越
海
井
品
名
橋
落

讐
羽
池
村
小
今
蔵
星
高
水

小
①
②
③
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⑦
⑧
⑨
⑩
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而
倣
月
子
雪
子
貴
美
理
美
子
り

管
紀
美
綾
美
軸
麻
聡
島

生
橋
辺
山
野
村
山
中
名
木
川

学
高
田
丸
平
北
丸
田
星
押
小

中
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
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響
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高
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③
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⑦
⑧
⑨
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②
暢
晋
基
英
倫
健
志
正
夫
治

繁
　
正
光
井
孝
貴
孝

6
井
塚
海
林
中
久
沢
山
藤
橋

響
大
小
小
田
和
平
村
佐
高

小
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
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磨
牌
い
協
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牌

q
一
史
典
史
平
光
郎
樹
之
之

縦
鰻
議
鴇
骸

報
高
山
井
高
川
清
丸
丸
大
柄

小
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
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ω
倣
史
文
幸
康
紀
修
明
久
士
孝

6
貴
弘
武
桂
英
幹
敏
和
大

　
生
崎
名
雲
鳥
山
山
日
橋
塚
水

学
岡
星
南
羽
丸
船
春
高
大
清

中
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

癖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

戦
橘
毒
〃
〃
〃
〃
”
”

0
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

に
成
工
人
浩
宏
臣
輔
一
茂
輝

生
力
　
章
正
康
和
大
貢
　
清

年
5
名
井
本
山
名
品
沢
崎
名

響
滝
山
村
星
蔵
柄
相
星
柳

小
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

麟

か
わ
に
し

の
昔
話

発
刊
の
お
知
ら
せ

　
昭
和
五
十
五
年
か
ら
二
年
間
を
か

け
て
、
当
時
十
日
町
高
校
に
お
ら
れ

た
山
際
博
先
生
が
、
母
校
（
立
命
館

大
）
の
説
話
文
学
研
究
会
の
協
力
を

え
て
、
町
に
伝
わ
る
昔
話
を
語
り
手

（
二
百
人
）
か
ら
収
録
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
そ
の
貴
重
な
昔
話
が

分
類
整
理
さ
れ
、
　
「
か
わ
に
し
の
昔

話
」
と
し
て
、
自
費
出
版
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
そ
ら
く
、
町
だ
け
を
対
象
と
し

た
、
こ
の
よ
う
な
出
版
は
は
じ
め
て

で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
購
読
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
発
刊

は
三
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
本
の
体
裁
な
ど

　
・
B
4
判
　
二
五
〇
ぺ
ー
ジ

　
・
予
定
価
格
　
二
千
円

■
申
込
み
方
法

　
・
教
育
委
員
会
又
は
、
役
場
の
窓

　
口
で
、
二
千
円
を
添
え
て
申
込

　
み
く
だ
さ
い
。
　
（
限
定
発
刊
に

　
つ
き
、
申
込
み
順
と
な
り
ま
す
）

　
・
町
外
者
な
ど
で
、
郵
送
を
希
望

　
す
る
方
は
、
送
料
込
み
で
二
千

　
三
百
円
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
み
期
限
　
四
月
十
五
日

　
間
い
合
わ
せ
は
、

教
育
委
員
会
　
盈
六
八
－
二
一
六
七

、　
　
か
わ
に
し
の
昔
話
か
ら
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
　
ノ

　
　
　
　
尻
尾
の
釣
　
　
〔
語
り
手
〕
斉
木
タ
ツ
さ
ん
（
小
脇
）
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

購
と
ん
と
募
あ
っ
た
と
さ
．
あ
る
と
こ
ろ
に
ね
、
筏
兎
（
う
さ
ぎ
）
，

騨
　
ど
ん
と
川
瀬
ど
ん
が
あ
っ
た
と
さ
。
ほ
し
て
さ
、
　
「
今
日
は
お
前
の
と

沸
　
こ
ろ
へ
ご
馳
走
食
べ
に
行
く
ぞ
・
」
ほ
ん
で
今
度
は
・
川
瀬
ど
ん
は
・

　
　
ま
た
あ
る
日
に
は
、
兎
の
と
こ
ろ
へ
ご
馳
走
食
べ
に
行
き
ま
し
た
。

　
　
　
で
も
、
い
つ
も
川
瀬
ど
ん
の
と
こ
ろ
へ
お
呼
ば
れ
し
た
時
は
、
兎
ど

　
　
ん
は
お
魚
を
ど
っ
さ
り
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
お
ま
け
に
子
供
さ
ん
に

　
　
「
土
産
だ
・
」
と
い
っ
て
ま
で
川
瀬
ど
ん
か
ら
ご
馳
走
を
い
た
だ
い
　
鞠

　
　
て
く
る
あ
ん
で
す
。
で
、
不
思
議
に
思
っ
て
兎
ど
ん
は
、
　
「
川
瀬
ど
ん

　
　
川
瀬
ど
ん
、
ど
う
し
て
お
前
は
こ
ん
な
、
毎
日
い
つ
来
て
も
、
う
ま
い

　
　
ご
馳
走
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
ん
だ
。
」
…
…

〆
藝譲鍛
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麟

入賞者会
会

め大
教育研究

初
韻

き
県

書
羅

新潟県

　
県
書
き
初
め
大
会
の
成
績
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
県
内
の
小
中
学
校
七
七
八
校
が
参

加
し
ま
し
た
。
中
学
校
優
秀
団
体
受
賞
校
、
十
校
の

中
に
は
、
川
西
中
学
校
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
準
特
選
、
特
選
に
選
ば
れ
た
児
童
・
生
徒
名
を
紹

介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

★
小
学
生
の
部
★

特
　
選

3
年
窪
田
明
香

4
年
斉
木
桂
子

5
年
大
久
保
推
基

6
年
平
野
泰
生

　
　
　
星
名
恵
美
子

準
特
選

器
4
年

5
年

平
野
理
恵

星
　
奈
緒
子

小
林
真
由
美

高
橋
鮎
美

春
日
え
み

小
海
明
子

星
名
　
恵

主
目
く
　
　
旺

ヤ
マ
オ
　
　
　
　
　

北
野
亜
紀

野
上
康
代

柳
　
　
香
織

平
野
雄
介

星
名
力
成

蔵
品
和
臣

滝
井
　
　
工

ハ　ハ　　　ハ　ハ
〃季橘“季
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干
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）
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〃
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〃
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（
〃
）

（
橘
）

6年

小
川
真
紀

数
藤
真
弥
子

春
日
麻
由
美

斉
木
恵
美

小
林
寛
樹

星
名
　
学

田
畑
正
範

上
村
尚
子

戸
田
む
つ
み

（
千
手
）

（
〃
）

（
〃
）

（
〃
）

（
上
野
）

（
〃
）

（
〃
）

（
〃
）

（
橘
）

★
中
学
生
の
部
★

準
特
選

1
年

2
年

3
年

田
中
　
　
稔

五
十
嵐
淳
一

江
口
香
織

北
村
美
貴

星
名
聡
美

村
越
ル
ミ

戸
田
美
和
子
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一
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．
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器
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20

清水利光君4年渡貫直美さん4年

〈
上
野
小
学
校
〉

6
年
　
清
水
良
一
君

6
年
　
高
橋
孝
治
君

村山祐子さん2年

6
年
　
星
名
　
学
君

藤
羅∫

上村直子さん2年

（4月号は橘小学校です）



十
日
町
市
役
所
を
ス
タ
ー
ト
す
る

参
加
車
（
元
・
4
・
9
）

　郡市内の道路、約60キロメートルを自動車で走行して、

交通ルールと、運転マナーを競います。

　コース内に設定されたチェックポイント（参加者には通知

しない）で、採点され得点方法で順位を決めます。

　豪華な賞品を多数用意しています。この機会に自分の安

全運転技能を試してみませんか。

▼主催　郡市交通対策協議会▲

開催日時　　4月8日（日）受付午前7時30分

　　　　　　　　　　出発　午前9時
集合場所　中里村役場
参加申込金　　1台　1，500円

申込先役場総務課交通係
申込期限　3月30日金）

ファミリーでどうぞ

ド諏イ1諾嚴嶽が儀交通安全
ゴールは川西町譲タ・一ドは中里村，

一
日
1
円
の
掛
金
で

2
万
円
～
0
0
万
円
の
見
舞
金

　
　
　
　
　
　
　
1

　
交
通
災
害
共
済
の
更
新
加
入
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
嘱
託
員
を
通
じ
て

申
込
書
が
配
ら
れ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
ご
家
族
全
員
が
加
入
す
る
よ

う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
去
年
加
入
し
た
八
、
六
一
三
人
（
加

入
率
九
四
％
）
の
う
ち
、
事
故
に
あ

い
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
た
方
の
見
舞

金
額
は
総
額
で
百
五
十
万
円
ほ
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
入
申
込
書
の
記
入
は

①
前
年
と
家
族
の
人
員
な
ど
変
わ

ら
な
け
れ
ば
、
人
数
と
金
額
欄
を
記

入
し
、
会
費
を
添
え
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

②
す
で
に
居
住
し
な
い
方
の
名
前

が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
ら
、
横
線
で

消
し
て
く
だ
さ
い
。

③
名
前
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
余
白
欄
に
書
き
加
え
て
く
だ

さ
い
。

④
学
生
な
ど
は
、
転
出
し
て
い
て

も
加
入
で
き
ま
す
。

⑤
年
度
途
中
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

⑥
申
込
書
は
、
左
右
切
り
離
さ
ず
、

嘱
託
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

一…一一一…一ヨ良一一一一＿出．．．．．＿．
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　　　　　　　　　　　　　　コ　ー般寄付　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　ヨ
蔵品岩夫（栄町）30，000円i
大井敏夫（学校町）10，000円i

　　　　　　　　　　　　　　＝
　　　　　　　　　　　　　　＝

新しい嘱託員…③

人
重
夫
作
作
一
勝
平
夫
男

正
作
定
和
良
精
　
石
時
益

林
崎
木
木
木
劉
条
条
桐
堀

小
川
斉
斉
押
長
中
中
片
北

田
島
脇
倉
戸
谷
瀬
倉
倉
倉

仙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
白

中
室
小
高
田
赤
岩
大
大
小

轡



働

炉
霧
濾騨
煽

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
な
お
と

高
橋
直
人

　
　
　
だ
い
き

春
日
大
輝

　
　
あ
や
な

引
間
彩
菜

規春ま和君
　　ゆ　　剛
子男美久子
長　　長　　長
女　　男　　男

坪　伊　中
　　　　　屋
山　友　敷

　
　
は
る
か
守
啓

南
雲
　
春
佳
党
子

涌
井
と
懲
鴛

　
　
　
わ
た
る
　
正

山
崎
渉
弘
美

登
坂
よ
黙
毅

　
　
　
ゆ
み
　
健

村
越
優
美
江
畢

　
　
せ
い
や
　
登

高
橋
征
也
敏
子

長
女
中
屋
敷

長
男
仁
田

二
男
寺
ケ
崎

二
男
岩
瀬

長
女
野
口

長
男
栄
町

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

　
　
　
　
　
　
7
6
（
直
）
赤
谷

　
　
　
　
　
　
8
0
（
肇
）
野
口

　
　
　
　
　
　
8
2
（
本
人
）
上
野

　
　
　
　
　
　
8
3
（
正
司
）
仁
田

　
　
　
　
　
　
88
（
逸
雄
）
小
白
倉

（
欄
越
江
罪
賑
野
曝
ら

登
坂
ヨ
サ

野
澤
ヨ
キ

渡
邊
満
麿

吉
井
　
フ
ク

江
口
初
太
郎

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

白
き
根
の
長
き
硝
子
の
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

春
一
番
過
ぎ
し
明
る
き
空
の
色

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平

少
し
ず
つ
日
射
し
の
伸
び
の
変
る
縁

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

布
団
干
す
雁
木
の
上
の
あ
た
た
か
き

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

日
脚
の
ぶ
岸
に
ほ
こ
ろ
ぶ
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山
鉄
四
郎

ス
ー
パ
ー
の
ケ
ー
ス
に
拉
ぶ
春
の
色

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
橋
　
杉
枝

更
け
し
夜
を
焼
芋
売
り
の
笛
長
し

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
ち

尺
に
足
ら
ぬ
雪
に
と
ま
ど
う
都
会
育
ち

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

誰
が
着
せ
し
地
蔵
の
笠
の
雪
重
し

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
野
仙
蒼
子

そ
こ
は
か
と
な
き
春
気
配
二
月
尽

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

豆
撒
き
の
鬼
の
納
戸
に
か
く
れ
し
子

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

ま
た
一
つ
5
が
ふ
え
た
よ
と
通
信
簿

　
　
　
発
電
所
通
り
東
　
春
日
　
ぶ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
小
わ
じ

亀
　
岬
壇

　
　
　
鐙
太
呂
南
風
選

○
雪
解
霧
一
村
つ
つ
み
昏
れ
ゆ
け
り

　
雪
上
の
起
伏
鱗
の
ご
と
く
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

○
行
き
ず
り
に
詣
で
し
地
蔵
寒
椿

　
深
々
と
地
蔵
の
被
る
冬
帽
子

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
駒
形
　
頼
太

O
庭
石
の
頭
出
し
ょ
り
雪
解
急

　
薄
氷
の
下
の
水
泡
動
き
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

○
月
明
り
雪
に
映
え
つ
つ
冴
え
わ
た
り

　
神
主
の
太
鼓
の
ひ
び
き
春
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

　
紅
梅
の
蕾
ふ
く
ら
み
日
脚
伸
ぶ

　
春
光
を
吸
い
し
布
団
を
た
た
き
け
り

　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

　
寒
の
月
す
る
ど
き
鎌
の
ご
と
く
見
ゆ

　
雪
割
草
小
さ
き
蕾
の
ふ
く
ら
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

は
じ
め
て
の
胃
検
診

内
職
の
手
許
明
る
く
日
脚
伸
ぶ

山
の
色
雲
の
色
に
も
浅
き
春

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

香
煙
の
棚
引
く
仏
間
日
脚
伸
ぶ

朝
よ
り
も
タ
ベ
の
瀬
音
雪
解
川

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
水
品
　
　
律

散
紅
葉
掃
き
残
し
た
り
西
大
寺

掃
く
も
よ
し
掃
か
ず
又
よ
し
紅
葉
散
る

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

春
め
け
る
予
約
通
院
バ
ス
の
窓

押
合
の
裸
の
熱
気
堂
に
満
つ

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

川
ば
た
の
冬
芽
の
並
木
遊
歩
道

泉
水
の
ほ
と
り
に
咲
い
て
し
だ
れ
梅

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
　
須
藤
　
遊
人

火
事
場
跡
黒
々
と
し
て
寒
も
ど
る

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
　
酔
月

虚
子
の
旬
の
軸
掛
け
か
え
る
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
正
夫

雪
く
ぐ
る
水
音
近
し
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
小
脇
　
佐
藤
　
信
一

池
底
に
動
く
も
の
あ
り
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

　
町
民
で
去
年
の
胃
が
ん
検
診
を
受

け
た
の
は
、
九
四
九
人
で
し
た
。
四

十
歳
以
上
の
お
よ
そ
二
割
だ
け
の
受

診
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
忙
し
い
毎
日
で
し
ょ
う
が
、
も
っ

と
大
勢
か
ら
受
診
し
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

「
オ
ラ
、
年
だ
か
ら
、
い
つ
死
ん
で

も
い
い
か
ら
…
…
」
　
「
バ
リ
ウ
ム
が

嫌
い
で
…
」
と
い
う
人
が
多
い
中
、

八
十
歳
以
上
の
受
診
は
、
　
一
一
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
最
高

年
齢
は
、
新
町
新
田
の
村
山
シ
マ
さ

ん
（
8
9
歳
）
で
す
。
受
診
し
た
と
き

の
お
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

①
　
い
ま
ま
で
に
、
何
回
ほ
ど
胃
検

　
診
を
受
け
ま
し
た
か
。

　
　
胃
の
具
合
も
よ
か
っ
た
し
、
そ

　
の
気
も
な
か
っ
た
の
で
、
去
年
が

　
初
め
て
で
し
た
。

　
　
役
場
か
ら
手
紙
（
受
診
案
内
）

　
を
も
ら
っ
て
、
家
の
お
父
さ
ん
が

　
申
込
み
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
せ

　
っ
か
く
心
配
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、

　
受
け
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　
バ
リ
ウ
ム
は
「
お
い
し
い
」
と

　
い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
で
も
、
胃
の
中
を
よ
く
検
査
し
て

　
も
ら
お
う
と
思
っ
た
ら
、
割
合
に

　
ス
ゥ
ー
と
は
い
り
ま
し
た
。
そ
れ

　
と
や
せ
て
い
る
の
で
、
検
査
す
る

　
台
に
背
骨
が
当
た
っ
て
痛
か
っ
た

　
で
す
。

　
　
自
分
で
動
け
る
う
ち
は
、
ぜ
ひ

　
受
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
生
き
て
い
る
う
ち
は
、

②
検
診
を
受
け
た
動
機
は
。

③
受
け
て
み
て
の
感
想
は
。

④
こ
と
し
も
、
受
診
し
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
気
で
趣

叙
就
㌦
酔
蕊
謂
耐
衡

ら
い
い
と
思
い
隻
　

麟欝

こ
の
よ
う
に
胃
検
診
は
・
思
っ
て
留

い
る
ほ
ど
イ
ヤ
な
も
の
で
は
な
い
の
態

で
す
．
　
　
　
　
　
霧

論
韓
蒜
鹸
議
駕

な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

、　r　卿


